
























よって 1980 年代に議論されている（Adoni & 
Mane 1984＝2002）、（Ball-Rokeach 1985＝2002）、
























































































































































































































































































　 ボ ー ル ＝ ロ キ ー チ に よ れ ば 、 こ の 構 造


































































しては意識されない。（Schutz Op cit: 13）アド
ニー＆メインの場合、主観性は「個人の意識のな
かで客観的世界とそれを象徴する表象は一体と







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「脅迫」事件は、2001 年に 17 件の検挙数が報告さ
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